
 

 

 

プレスリリース 

 

 

2008年 1月 15日 

マスコミ関係者各位 

 

明治学院大学心理学部・大学院心理学研究科主催公開講座 

― こころを探り、人を支える ― 

テーマ 

 『こころに傷を負った子どもたちが社会に及ぼす影響を考える』 

―児童虐待を愛着障害の視点からとらえなおす― 

 

明治学院大学心理学部・大学院心理学研究科では、「こころを探り、人を支える」を掲げて、例年、

連続公開講座を開催しています。 

このたび、臨床心理士として、相談業務の傍ら虐待予防の観点から、カナダから導入されている親教

育プログラムの展開や、地域のネットワーク研究会などを運営されている、柴田 俊一（しばた しゅ

んいち） 先生（浜松市児童相談所 相談グループ長）をお招きし、ご講演をいただきます。 

  

日   時 ： 2008年 2月 1日(金) 15：00～17：00 

会   場 ： 明治学院大学白金校舎 ２号館 ２２０１教室 

（地下鉄南北線・三田線「白金高輪駅」徒歩 7分） 

プログラム ： 明治学院大学心理学部・大学院心理学研究科主催  公開講座 

 ―こころを探り、人を支える― 

テ ー マ ：『こころに傷を負った子供たちが社会に及ぼす影響を考える』 

        ―児童虐待を愛着障害の視点からとらえなおす― 

講    師 ： 柴田 俊一 先生（浜松市児童相談所 相談グループ長） 

入 場 料 ： 入場無料。事前申込不要。 

※ 駐車場の用意がございませんので、お車でのお越しはご遠慮ください。 

※ 開講日当日、直接会場へご来場ください。 

 


